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(57)【要約】
【課題】エンジン外部への潤滑油のにじみを低減するこ
とができるシリンダヘッドガスケットを提供する。
【解決手段】内燃機関のシリンダブロックとシリンダヘ
ッドとの間に介装されて使用される金属製のシリンダヘ
ッドガスケット１１には、シリンダヘッドへ供給される
潤滑油の通路となる潤滑油孔１４を囲繞する高圧ビード
２３が形成され、空間部２５を囲む低圧ビード２４が高
圧ビード２３も囲むように形成されている。低圧ビード
２４は、エンジンのタイミングトレイン系２１が収容さ
れる空間２２内の潤滑油シール用のビードである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関のシリンダブロックとシリンダヘッドとの間に介装されて使用されるシリンダ
ヘッドガスケットであって、シリンダヘッドへ供給される潤滑油の通路となる潤滑油孔を
囲繞する高圧ビードが形成され、使用状態においてエンジンの潤滑油貯留部に連通する空
間部を囲む低圧ビードが前記高圧ビードも囲むように形成されていることを特徴とするシ
リンダヘッドガスケット。
【請求項２】
　前記低圧ビードは、エンジンのタイミングトレイン系が収容される空間内の潤滑油シー
ル用のビードである請求項１に記載のシリンダヘッドガスケット。
【請求項３】
　前記低圧ビードと前記高圧ビードとの間に平坦部が存在する請求項１又は請求項２に記
載のシリンダヘッドガスケット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シリンダヘッドガスケットに係り、詳しくは内燃機関のシリンダブロックと
シリンダヘッドとの間に介装されて使用されるシリンダヘッドガスケットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のシリンダヘッドガスケットは、内燃機関のシリンダブロックとシリンダヘッド
との間に挟まれた状態でボルトにより締結され、燃焼ガス、オイル（潤滑油）、冷却水等
の流体をシールする役割を果たす。そして、シリンダヘッドガスケットには燃焼ガス、オ
イル、冷却水、ボルト等が通る孔がそれぞれ所定の位置に形成されるとともに、各孔の周
囲にはシール用の様々なビードが形成されている（例えば、特許文献１、特許文献２、特
許文献３参照）。ビードはシールすべき対象により、シリンダヘッドガスケットがボルト
により締め付けられた状態におけるシール圧が異なるように形成されている。例えば、高
いシール圧が要求される高圧ビードとしてはシリンダブロックからシリンダヘッドへ潤滑
油を供給する通路用の孔（潤滑油孔）をシールするためのビードが有り、高いシール圧が
要求されない低圧ビードとしてはボルト孔の周囲をシールするためのビードが有る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－６４７７６号公報
【特許文献２】特開２０００－２２０７４０号公報
【特許文献３】特開平８－２８５０８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、潤滑油孔を囲繞する高圧ビードが存在しても、ビードのヘタリや高圧油等の
過酷使用環境下では、高圧ビードを潤滑油が乗り越える虞がある。そして、高圧ビードを
乗り越えた潤滑油は、シリンダヘッドガスケットとシリンダヘッドとの隙間に沿って移動
し、エンジン外部へにじみ出る虞がある。
【０００５】
　本発明は、前記従来の問題に鑑みてなされたものであって、その目的は、エンジン外部
への潤滑油のにじみを低減することができるシリンダヘッドガスケットを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記の目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、内燃機関のシリンダブロックと
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シリンダヘッドとの間に介装されて使用されるシリンダヘッドガスケットであって、シリ
ンダヘッドへ供給される潤滑油の通路となる潤滑油孔を囲繞する高圧ビードが形成され、
使用状態においてエンジンの潤滑油貯留部に連通する空間部を囲む低圧ビードが前記高圧
ビードも囲むように形成されている。ここで、高圧ビードと低圧ビードとの違いは、シリ
ンダヘッドガスケットがシリンダブロックとシリンダヘッドの間に締め付け固定された状
態におけるシール圧が高いか低いかで区別される。
【０００７】
　この発明では、シリンダヘッドガスケットがシリンダブロックとシリンダヘッドとの間
に締め付け固定されて使用された場合、潤滑油孔を囲繞する高圧ビードを潤滑油が乗り越
えても、高圧ビードも囲むように形成された低圧ビードの存在により、高圧ビードを乗り
越えた潤滑油がエンジン外部へにじみ出ることが低減される。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記低圧ビードは、エンジ
ンのタイミングトレイン系が収容される空間内の潤滑油シール用のビードである。ここで
、「タイミングトレイン系」とは、エンジンのバルブの動弁機構にクランクシャフトの回
転を伝達する機能を果たす動力伝達系を意味し、動力伝達にタイミングチェーンやタイミ
ングベルトを使用する巻き掛け伝動機構やタイミングギヤを使用する歯車伝動機構がある
。この発明では、潤滑油孔を囲繞する高圧ビードを乗り越えた潤滑油は、タイミングトレ
イン系が収容されている空間を経由して潤滑油貯留部としてのオイルパンに戻され、オイ
ル損失が抑制される。
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の発明において、前記低圧ビー
ドと前記高圧ビードとの間に平坦部が存在する。低圧ビードと高圧ビードとの間に平坦部
を設けずに両ビードの山が連続する状態に形成することも可能であるが、形成が難しい。
この発明では、低圧ビードと高圧ビードとの間に平坦部が存在するため、低圧ビード及び
高圧ビードを所望の高さに形成することが容易になる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、エンジン外部への潤滑油のにじみを低減することができるシリンダヘ
ッドガスケットを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】（ａ）はシリンダヘッドガスケットの部分平面図、（ｂ）は（ａ）の部分拡大図
。
【図２】図１（ａ）のＡ－Ａ線における拡大模式断面図。
【図３】低圧ビード及び高圧ビードの違いを説明する模式断面図。
【図４】高圧ビードを乗り越えたオイルの流れを示す模式図であり、（ａ）は低圧ビード
がチャンバーに沿って形成された場合を示し、（ｂ）は低圧ビードが高圧ビードを囲むよ
うに形成された場合を示す。
【図５】別の実施形態の低圧ビード及び高圧ビードの違いを説明する模式断面図。
【図６】別の実施形態のシリンダヘッドガスケットの部分平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を具体化した一実施形態を図１～図４にしたがって説明する。
　図１に示すように、シリンダヘッドガスケット１１は、長手方向に沿って複数のシリン
ダボア用孔１２が所定の間隔で形成されている。また、シリンダヘッドガスケット１１に
は、シリンダボア用孔１２の他に、ボルト孔１３、潤滑油孔１４、オイル戻し孔１５、冷
却水孔１６が形成されている。ボルト孔１３は、シリンダヘッドガスケット１１がシリン
ダブロックとシリンダヘッドとの間に配置された状態でシリンダブロックとシリンダヘッ
ドとを締結する締結ボルトが貫通される孔であり、潤滑油孔１４は、シリンダブロックか
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らシリンダヘッドへ供給される潤滑油（エンジンオイル）の通路となる孔である。オイル
戻し孔１５は、潤滑油を潤滑油貯留部としてのオイルパンへ戻す通路となる孔であり、冷
却水孔１６は、エンジン冷却水をシリンダブロックからシリンダヘッドへ循環させる通路
となる孔である。潤滑油孔１４は１個形成され、オイル戻し孔１５及び冷却水孔１６はそ
れぞれ複数形成されている。
【００１３】
　図２に示すように、シリンダヘッドガスケット１１は、２枚の基板１１ａと、両基板１
１ａに挟まれた１枚の副板１１ｂとにより３層構成になっている。基板１１ａ及び副板１
１ｂは、弾性金属薄板、例えばステンレスばね鋼板で形成されている。そして、副板１１
ｂにビードが形成されている。
【００１４】
　各シリンダボア用孔１２の周囲には燃焼ガスシール用のビード１７が円形状に形成され
ている。オイル戻し孔１５の周囲にはオイルシール用のビード１８が、冷却水孔１６の周
囲には水シール用のビード１９がそれぞれ形成されている。また、ボルト孔１３の周囲に
もシール用のビード２０がそれぞれ形成されている。各ビード１７～２０はフルビードで
構成されている。なお、図１（ａ），（ｂ）において各ビード１７～２０は１点鎖線で示
している。
【００１５】
　潤滑油孔１４は、シリンダヘッドガスケット１１の長手方向一端側、エンジンのタイミ
ングトレイン系２１が収容される空間２２と対応する側の隅部に形成され、潤滑油孔１４
の周囲には潤滑油孔１４を囲繞する高圧ビード２３が形成されている。「タイミングトレ
イン系」とは、エンジンのバルブの動弁機構にクランクシャフトの回転を伝達する機能を
果たす動力伝達系を意味し、動力伝達にタイミングチェーンやタイミングベルトを使用す
る巻き掛け伝動機構やタイミングギヤを使用する歯車伝動機構がある。
【００１６】
　また、シリンダヘッドガスケット１１の長手方向一端側には、タイミングトレイン系２
１が収容される空間２２内の潤滑油シール用の低圧ビード２４が形成されている。低圧ビ
ード２４は、空間２２に対応する空間部２５を囲むとともに、高圧ビード２３も囲むよう
に形成されている。詳述すると、低圧ビード２４は、潤滑油孔１４と対応する箇所以外の
部分は空間部（チャンバー）２５に沿って延び、潤滑油孔１４と対応する箇所では低圧ビ
ード２４と空間部２５との間に高圧ビード２３が位置するように湾曲する状態で形成され
ている。
【００１７】
　高圧ビード２３及び低圧ビード２４も一点鎖線で示され、いずれもハーフビードで構成
されている。ハーフビードは副板１１ｂに傾斜（斜面）を設けることにより構成されてい
る。高圧ビード２３と低圧ビード２４との違いは、シリンダヘッドガスケット１１がシリ
ンダブロックとシリンダヘッドの間に締め付け固定された状態におけるシール圧が高いか
低いかで区別される。シール圧の大きさは、図３に示すように、シリンダヘッドガスケッ
ト１１がシリンダブロックから取り外された状態におけるハーフビードの傾斜の傾きで異
なり、高圧ビード２３は低圧ビード２４に比べて傾斜の傾きが大きい。傾斜の傾きは、所
望の面圧となるように設定されている。
【００１８】
　次に前記のように構成されたシリンダヘッドガスケット１１の作用を説明する。シリン
ダヘッドガスケット１１は、内燃機関のシリンダブロックとシリンダヘッドとの間に挟ま
れた状態でボルトにより締結されて使用される。シリンダヘッドガスケット１１はボルト
により締結されると、各ビード１７～１９、高圧ビード２３、低圧ビード２４のシリンダ
ヘッドに対する面圧が高くなり所望のシール性が確保される。
【００１９】
　シリンダヘッドガスケット１１の経時変化や過酷使用環境下においては、潤滑油孔１４
を通過する高圧の潤滑油の一部が高圧ビード２３を乗り越える事態になる場合がある。こ
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の場合、図４（ａ）に示すように、低圧ビード２４が空間部２５に沿って形成されたシリ
ンダヘッドガスケット１１では、高圧ビード２３を乗り越えた潤滑油はシリンダヘッドガ
スケット１１の上面に沿って、矢印で示すように移動し、エンジン外部へにじみ出る。し
かし、この実施形態では、低圧ビード２４が空間部２５に加えて高圧ビード２３を囲むよ
うに形成されているため、高圧ビード２３を乗り越えた潤滑油はシリンダヘッドガスケッ
ト１１の上面に沿って移動してエンジン外部へにじみ出ることが抑制される。そして、図
４（ｂ）に示すように、高圧ビード２３を乗り越えた潤滑油はシリンダヘッドガスケット
１１の上面に沿って矢印で示すように空間部２５側へ向かって移動し、シリンダヘッドガ
スケット１１の端部からタイミングトレイン系２１が収容される空間２２を経由してオイ
ルパンへ戻される。
【００２０】
　この実施形態によれば、以下に示す効果を得ることができる。
　（１）シリンダヘッドガスケット１１は、シリンダヘッドへ供給される潤滑油の通路と
なる潤滑油孔１４を囲繞する高圧ビード２３が形成され、空間部２５を囲む低圧ビード２
４が高圧ビード２３も囲むように形成されている。したがって、シリンダヘッドガスケッ
ト１１がシリンダブロックとシリンダヘッドとの間に締め付け固定されて使用された場合
、潤滑油孔１４を囲繞する高圧ビード２３を潤滑油が乗り越えても、高圧ビード２３も囲
むように形成された低圧ビード２４の存在により、高圧ビード２３を乗り越えた潤滑油が
エンジン外部へにじみ出ることが低減される。
【００２１】
　（２）低圧ビード２４は、エンジンのタイミングトレイン系２１が収容される空間２２
内の潤滑油シール用のビードである。したがって、潤滑油孔１４を囲繞する高圧ビード２
３を乗り越えた潤滑油は、タイミングトレイン系２１が収容されている空間２２を経由し
てオイルパンに戻され、オイル損失が抑制される。
【００２２】
　（３）潤滑油孔１４はシリンダヘッドガスケット１１の長手方向一端側で、エンジンの
タイミングトレイン系２１が収容される空間２２と対応する側の隅部に形成されている。
したがって、高圧ビード２３を囲むように形成される低圧ビード２４の湾曲部から空間部
２５までの距離は、潤滑油孔１４がシリンダヘッドガスケット１１の長手方向の中間部に
形成された場合に比較して短くなり、高圧ビード２３を乗り越えた潤滑油が空間２２を経
てオイルパンに戻りやすい。
【００２３】
　実施形態は前記に限定されるものではなく、例えば、次のように具体化してもよい。
　○　図５に示すように、低圧ビード２４及び高圧ビード２３をフルビードで構成しても
よい。フルビードにおけるシール圧の大きさは、シリンダヘッドガスケット１１がシリン
ダブロックから取り外された状態におけるビードの山の高さで異なり、高圧ビード２３は
低圧ビード２４に比べて山が高い。ビードの山の高さは、所望の面圧となるように設定さ
れている。低圧ビード２４は、高圧ビード２３の近くを通る箇所においても高圧ビード２
３との間に平坦部２６が存在する状態に形成されている。この場合も前記実施形態と同様
な効果が得られる。なお、低圧ビード２４が高圧ビード２３の近くを通る箇所において、
高圧ビード２３との間に平坦部２６を設けずに、低圧ビード２４と高圧ビード２３の山が
連続する状態に形成することも可能であるが、形成が難しい。しかし、低圧ビード２４と
高圧ビード２３との間に平坦部２６が存在する場合は、低圧ビード２４及び高圧ビード２
３を所望の高さに形成することが容易になる。
【００２４】
　○　図６に示すように、シリンダヘッドガスケット１１の低圧ビード２４で囲まれる部
分に面圧調整用ビード２７を形成してもよい。面圧調整用ビード２７は、低圧ビード２４
と同じ断面形状に形成される。低圧ビード２４は閉ループではなく空間部２５側が開放さ
れた状態に形成されているため、低圧ビード２４の形状や面積によっては、シリンダヘッ
ドガスケット１１が締結固定された際に低圧ビード２４や高圧ビード２３に作用する面圧
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２４や高圧ビード２３に作用する面圧を支障のない状態に調整することができる。
【００２５】
　○　潤滑油孔１４用の高圧ビード２３を囲む低圧ビード２４は、タイミングトレイン系
２１が収容される空間２２の潤滑油シール用の低圧ビード２４に限らず、シリンダヘッド
ガスケット１１の使用状態においてエンジンの潤滑油貯留部に連通する空間部を囲むビー
ドであればよい。例えば、オイル戻し孔１５を囲むビード１８がオイル戻し孔１５及び高
圧ビード２３を囲むように形成してよい。この場合、シリンダヘッドガスケット１１の使
用時に、潤滑油孔１４を囲繞する高圧ビード２３を乗り越えた潤滑油はエンジン外部へに
じみ出ることが抑制されてオイル戻し孔１５からオイルパンへ戻される。
【００２６】
　○　潤滑油孔１４をシリンダヘッドガスケット１１の長手方向一端側で、エンジンのタ
イミングトレイン系２１が収容される空間２２と対応する側の隅部に形成せずに、長手方
向の中間部に形成してもよい。
【００２７】
　○　ボルト孔１３用のビード２０や、冷却水孔１６用のビード１９はフルビードではな
くハーフビード（斜面）であってもよい。また、ボルト孔１３用のビード２０を省略して
もよい。
【００２８】
　○　シリンダヘッドガスケット１１は、３枚の弾性金属薄板で形成されたものに限られ
ない。例えば、１枚の弾性金属薄板で形成してもよい。また、シリンダヘッドガスケット
１１を、各シリンダボア用孔１２の周縁部分を適当な幅で囲繞する金属板と、シリンダボ
ア用孔１２の周縁部分を除くガスケット残部を、シリンダボア用孔１２の周縁部分より厚
さが薄く、かつ硬度の高い金属板を素材として形成し、両金属板をレーザー溶接してシリ
ンダヘッドガスケットを構成してもよい。
【００２９】
　○　シリンダヘッドガスケット１１は、シリンダボア用孔１２、潤滑油孔１４、オイル
戻し孔１５、冷却水孔１６等の孔が形成された金属製の基板と、この基板の表面を覆って
設けられた発泡ゴムからなるゴム層とを備え、ゴム層における各孔の周縁部は、その内部
の気泡が潰された気泡圧潰部として形成されているものであってもよい。
【００３０】
　○　オープンデッキタイプのシリンダブロックに限らず、クローズドデッキタイプのシ
リンダブロックに適用してもよい。
　以下の技術的思想（発明）は前記実施形態から把握できる。
【００３１】
　（１）請求項２又は請求項３に記載の発明において、前記潤滑油孔は、シリンダヘッド
ガスケットの使用時に、エンジンのタイミングトレイン系が収容される空間と対応する側
の隅部に形成されている。
【符号の説明】
【００３２】
　１１…シリンダヘッドガスケット、１４…潤滑油孔、２１…タイミングトレイン系、２
２…空間、２３…高圧ビード、２４…低圧ビード、２５…空間部、２６…平坦部。
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